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実戦機種

SLOT魔法少女まどか☆マギカ2、SLOTバジリスク～甲賀忍法帖～Ⅲ、
押忍！番長Ａ、押忍！番長３、スーパーリノXX、ほか

実戦レポート
当企画はほとんどが生放送番組として配信しながらの実戦となっており、カメラを置きづらい
場所にある機種は打ちづらかったり、実機で流れる音楽が配信NGとなっている機種はそもそ
も打てなかったり、といった若干の裏事情があったりもする。

この日は、いつもと違って「開店と同時に配信開始」というスケジュールで番組が組まれてい
たのも、そんな事情の一つ。冒頭からいきなり台移動を繰り返したり、良い台が見つかるまで
少し様子を見ようか～、なんていう事態はできれば避けたい。ある程度は粘ってもいいと思え
る根拠がある台を、なるべく早く探さなければ。

ということで、まずは映像を流さず音声だけで放送を開始し、3台あるまどマギ2の高確チェッ

クから始めてみる。高確スタートしたならばカメラを置いて少し様子を見たいし、全部ダメでも
とりあえず「ここ以外のシマを攻めよう」という理由にはなる。
では、1台目…はい、高確じゃない！ 続いて2台目…って、いきなりスイカ引いちゃったよ。まぁ、
これでCZに入ってくれれば、高確スタートの疑いが…

「マギカRUSH！」

うええええっ!? CZよりも先に直撃ARTを引いたぁーー！ これで偶数設定の可能性が高まり、
打つ根拠としてはバッチリ！ すかさずカメラを置いて、「いやぁ～今日はS級獲得の大チャン
スですわ」とか言いながら番組スタート。ART自体はすぐ終わってしまったものの、少々の悪展
開ではへこたれないぞ、と強気で打ち続けたら…まさかそのままボーナスを1回も引けず天井
ARTまで直行するとはね。その間、弱チェリー確率もスイカからのCZも（超）高確への移行も、
設定差のある部分は軒並み低設定の挙動。たった2時間で投資3万、1500枚ものビハインド
を負い、ヘロヘロになりながら「一応、こっちも見ておくか…」と3台目も打ってみたら、今度は
超高確スタート（設定差なし）からいきなりCZを射止めて、ARTゲット。もう訳が分からないよ！

そこからはもう、「とにかく少しでも良い台を…」の一心で、AタイプからART機まで堰を切ったよ
うに台移動しまくり。途中、番長３で謎の高ループをモノにしたのか一撃2000枚まで伸び、あ

わや逆転まで見えたが後が続かず、結局「これは高設定かも？」と思えた台は一つとして見
つけられなかった。ここまで清々しいのも珍しい、とびっきりの「C級」フィニッシュだ、くそぉ!!
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